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おおむた自慢

　第75回全国高等学校駅伝競走大会が12月22

日に京都市で開催され、福岡県代表の大牟田

高校が２時間１分57秒で準優勝を飾り、11年

ぶりにメダルを獲得しました。

　テレビ中継では、アナウンサーから懸命に

走る選手の紹介やレース実況のたび、「大牟田」

が全国に向けて連呼され、多くの市民や本市

出身者の方々に誇りと感動を届けました。

　レースは、１区の本田 桜二郎（ﾎﾝﾀﾞ ｵｳｼﾞﾛｳ）

選手（２年）が２位と好調な走りで滑り出し、

２区の久保 茉潤（ｸﾎﾞ ﾏﾋﾛ）選手（３年）は１

位との差を40秒以内に維持した状態で３区の

松田 祐真（ﾏﾂﾀﾞ ﾕｳﾏ）選手（３年）につなぐと、

松田選手は、そのまま上位を維持して４区の野

田 顕臣（ﾉﾀﾞ ｹﾝｼﾝ）選手（３年）につなぎ、野

田選手は沿道からの声援に何度もガッツポー

ズで応えて大会を沸かせました。５区の塚田 

虎翼（ﾂｶﾀﾞ ﾀｹﾄ）選手（３年）が粘り強い走り

でトップに躍り出ると、６区の森本 守勇（ﾓﾘﾓﾄ 

ｼｭｳ）選手（３年）が佐久長聖高校と激しい１

位争いを展開し、最終区７区の村上 遵世（ﾑﾗｶ

ﾐ ｼﾞｭﾝｾｲ）選手（２年）にタスキをつなぎまし

た。村上選手は、佐久長聖高校との激しいデッ

ドヒートの末、ゴール手前１キロ付近で離され

てしまいましたが、最後まで懸命に走り続け、

トップと24秒差の２位でゴールしました。

　全国の頂点まであと一歩及ばず悔し涙を飲

みましたが、今大会のタイムは大牟田高校の

歴代１位の記録でした。

　全７区中４、５、６区では、区間賞を獲得す

る快走を見せ、全国に優勝争いの常連校の復

活をアピールした素晴らしいレースでした。

　また、12月24日には、市役所前、ゆめタウン、

イオンモールの３か所で選手、監督、関係者に

よる凱旋報告が行われ、当日集まった多くの

市民に対して、選手や監督から謝意が伝えら

れました。

　松田 祐真主将（３年）は、「優勝できなかっ

た悔しさは後輩たちに託したい。」と述べ、１

区を走った本田 桜二郎選手（２年）は、「17年

間大牟田で育ったので、恩返しができて嬉し

い」と力強く語ってくれました。

　来年の都大路では、王者復活に大きな期待

が寄せられることでしょう。
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【主な記事】【主な記事】
○令和７年 議員の抱負／ぎかいの話題（２ページ）
○地域、学生、子育て世代の皆様のご意見を市政に反映するよう求めていきます／ぎかいの話題（４、５ページ）
○第75回全国高校駅伝大会にて大牟田高校が準優勝の快挙　市民に誇りと感動をもたらす／おおむた自慢（12ページ）

祝 準優勝
感動をありがとう

２時間1分57秒

第75回全国高校駅伝大会にて
大牟田高校が準優勝の快挙

市民に誇りと感動をもたらす


